

































といわれる、現代はフランスに区分されている、Saint Jean Pied de Paul に生まれた。
その生まれた城は、母親が嫁ぐとき持参したものである。そして、その名、ザビエルも母方の姓で
あった。しかし、ザビエルが六歳の時、1 5 1 2年フランスとスペインとの間に戦が起き、ザビエルの父
が宰相を務めるナバラ王国はフランス方についた。この敗戦により、ナバラ王国の地はスペインに組
み込まれ、ザビエルは、父親と財産と母国を喪失したのである。
ザビエルは、1 5 2 5年、十九歳でパリ大学に入る。厳密に言えば、1 4 6 0年に設立された Quartier Latin
にある C o ll｀ege Sainte－BARBE に十一年間籍を置いた。Georg Schurhammer の検証によると、c o ll｀e g e
は、ポルトガル王の援助で設立、運営されていたといわれる。ザビエルが、その時もっとも興味を感
















に来て三年目、 1 5 2 8年に、ザビエルの College Sainte－BARBE と、ル・デ・シャン通りを挟んで立つ





































































が数多く生活する都市であった。1 3 4 8年秋から1 3 4 9年にかけてヨーロッパを襲った大疫病により、多く
の被害を出し、農業従事者も減少し、農産物が不足し、輸入穀物を必要とするようになった。こうい
う状況のなかで、海運業者たちは利潤を増大させていた。これらの新興の商工ブルジョワジーたちは、
みづからの利益を保持拡大のため、1 3 8 3年から1 3 8 5年にかけての王位継承問題、それに乗じて侵入して
きたカスティーリアに対する独立戦争において、アヴァス騎士団長ジョアンを担ぎ、王位継承者とし
た。十字軍の時創設された神殿騎士団は、1 3 1 2年に廃止され、その財産はいったん教皇庁に差し押さ
えられたが、新設されたキリスト騎士団に教皇クレメンス五世の命で移動された。この事実もポルト
ガルが他に先んじた次第の一端を物語っている。ジョアン一世として即位すると、間もなくスペイン
に対する備えとして、1 3 8 6年５月にイギリスとウインザー条約を結んだ。これにより隣国からの脅威












エンリケ航海王子に代表される人々の種々の準備の蓄積の末、1 4 8 8年、バルトロメオ・ディアスが
喜望峰を回り、そして遂に1 4 9 8年５月2 2日、ヴァスコ・ダ・ガマがマラバル海岸に到着した。








1 5 3 4年８月1 5日、聖母被昇天の日、ザビエルは七人の同志と、モンマントルにおいて清貧、貞潔、
聖地巡礼の誓いを立て、「キリストの兵士」として生きることを心に決め、契りを結んだ。
ザビエルはパンブロナ城が落ち、ナバナ王国は崩壊した戦で、国と父を失い、1 5 2 9年、母マリア・





























当時のパリは、エラスムスなどの人文主義が隆盛を極め、1 5 1 7年のルターの九十五箇条の張り出し、
カルヴァンも活動を始めた。時代の動きにザビエルも鈍感ではなかったということである。
1 5 3 6年、神学の課程を修了し司祭叙階に必要な準備を終えた九人の同志は、十一月十五日、イグナ
チオ・デ・ロヨラ（イニゴ）が待つベネティアに向けて旅立った。ベネティアに着いたが、聖地巡礼
船が出帆するまでの船待ち期間に、教皇に叙階の認可を受けるためにローマに足を延ばした。そして、
1 5 3 7年６月2 4日、洗礼者ヨハネの祝日にベニスで叙階された。
ザビエルは度重なる「イグナチオ・デ・ロヨラ（イニゴ）の指導」、説得により、故郷を出るときに















1 5 4 0年３月付けの書簡に見られるように、「全世界の各地」に派遣されることを明示している。
突如、ポルトガル行きを決心しローマを後にした旅の途上、四旬節のさなか1 5 4 0年３月3 1日、ボロ
ーニャからの書簡に
「復活祭のまさにその日（1 5 4 0年３月2 8日）、大使のところに届いた包みと一緒にお手
紙を受け取りました。このお手紙によって、私がどれほど大きな喜びと慰めを受けた
かは、主なる神がご存じでいらっしゃいます。手紙によってだけ、この世で私たちは































そして1 5 4 1年４月7日、ザビエル三十五歳の時、インド倉庫が建ち並ぶリスボンの港から、7 0 0トンの
サンチャゴ号に乗って出航した。そして1 5 4 2年５月６日、ザビエルを乗せた船が、インドのゴアに着
いた。
「全世界に行って、すべての造られたものに福音を述べ伝えなさい。信じて洗礼を受け
る者は救われるが、信じない者は滅びの宣告を受ける。（マルコ1 6 , 1 5－1 6）」
また、
「人は、例え全世界を手に入れても、自分のいのちを失ったら何の得があろうか。自分












































































































































































1 5 4 9年、フランシスコ・ザビエル（Francisco de Xavier）は、ゴメス、ミセル・パウロ、バルゼ
オ等々の会員間の精神的な軋轢に後顧の憂いを残しながら、アンジロウ、ジョアン、アントニオ、を











































があろうか（マタイ1 6 , 2 6）」という言葉にで、世俗の栄達を断念し、司祭の道を志し、そして、使徒パ
ウロが語るように、「わたしが福音を告げ知らせても、それはわたしの誇りにはなりません。そうせず
















































てお書きになった手紙として公にされています。（コリントの信徒への手紙 二 4,2 - 3b）」
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